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我が国のユニバーサルツーリズム関連施策
 2004年 バリアフリー旅行ネットワーク設立 

2005年  「ユニバーサルデザイン政策大網」を公表

2006年  「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」2008年 

観光のユニバーサルデザインガイドライン

 2011年 観光庁 ユニバーサルツーリズム促進事業スタート

2012年 観光立国推進基本計画 「ユニバーサルツーリズムの促進」

2015年  SDGs 誰一人取り残さない（インクルーシブ&持続可能性）

2016年 障害者差別解消法成立 

2017年 ユニバーサルデザイン 2020 行動計画

2018年  国交省、観光地のバリアフリー評価マニュアル策定

 2019年  観光庁UT実証事業報告

2021年 障害者差別解消法改正（民間に対する合理的配慮の義務化2024~）パラリンピック

 長野県観光戦略 2018、信州型ユニバーサルツーリズムの推進(ユニバーサルフィールド)

 2023年 兵庫県：「高齢者、障害者等が円滑に旅行することができる環境の整備に関する条例

（通称：ユニバーサルツーリズム推進条例」令和5年4月1日施行



背 景

• ユニバーサルツーリズム(Accessible tourism)とは?

「すべての人が楽しめるよう創られた旅行であり、高齢や障がい等の
有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行（観光庁）

• SDGs重視の下、「誰も取り残さない」観点からUTを推進
する傾向の強化

• UNWTO（国連世界観光機関）では、

2016年「アクセシブルツーリズムマニュアル」

2018年「インクルーシブ（Inclusive）ツーリズム」
「あらゆる形態の疎外された人々や組織が観光の倫理的な生産または消費とその利益の享受に関与し参画する変革的な観光」



• 全世界では障害者の人口が10億人以上であると推定

障害者の配偶者や子供、介護者も含めると、ユニバーサルツーリ

ズムで対策が必要になる対象者は20億人を超える(国連推計)

• インバウンド対応

ユニバーサルデザイン（合理的配慮）はビジネスチャンス

• 秋山愛子著,「Catalysts of Change: Disability Inclusion for 
Business Evolution in Asia and the Pacific」.2023年12月、
United Nations ESCAP

• 『大阪・関西万博（2025年）』＝ 『超高齢社会対応万博』

    団塊の世代が全員75歳に（旅行をあきらめる方が増える）２８００万人が来場？



• アクセシビリティは、インクルージョン、すなわち、

あらゆる人に配慮すること

• 互いに尊重しながら,できることを通して混ざり合って

社会を一緒に良くしていこうというインクルージョン

すべての人を見据えた上での個々への調整

当事者とともに一緒に学び、旅行、企画を考える。

• 旅行にとって重要なのは、障害への対処だけではなく、ど
こに行きたいのか、という旅の目的の達成



神戸
ユニバーサル
ツーリズム
センター







兵庫県のUT
①宿泊施設にフォーカスした認証制度の創設

認証基準は浴室・トイレなど各種設備、食事、視覚・聴覚など障害別対応な

どの項目別に設定

認証を取得した宿泊施設は県の観光ウェブサイト（HYOGOナビ）に掲載

②認証取得を支援するため、県は車椅子の購入や館内案内の

点字化等に要する費用の一部を助成

③ひょうごユニバーサルツーリズムコンシェルジュ事業

兵庫県ユニバーサルツーリズムおもてなし事業



「ひょうごユニバーサルなお宿」宣言・登録制度

• 分かりやすい情報発信、受け入れ体制の充実、食事や移
動支援といった接客面で、県のチェックリストの点検結
果を公表従業員向けに高齢者や障害者に配慮した接客研
修、取り組みを宣言

• チェックリストで一定の基準を満たせば、県独自のロゴ
マークが使える「登録施設」となる。

• 県の公式観光サイト「ＨＹＯＧＯナビ」で宣言施設とと
もに紹介し、障害種別ごとの対応状況も案内



https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr16/universal-oyado.htmlより引用

https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr16/universal-oyado.html




勉強会の前半：講演 (14:15～14:45)

●兵庫県内のインクルーシブツーリズムの事例紹介

一般社団法人インクルー（代表理事：西田紫乃さん）

アウトドア、自然体験型観光の事例紹介

• 但馬地域のすばらしい自然や立地を生かした活動！
障害のある子どもも楽しく遊べるような高いホスピタリティ

• 障害の有無にかかわらず、人力、アイデアを持ち寄り、機材を用
いて楽しむ。ソフトの面で合理的環境を作る

旅行者が合わせるのではなく、（インストラクターが）旅行者に合わせる

https://beincrew.com/

•



後半：パネルディスカッション（１５:００～１６:２５）

最重度知的障害・強度行動障害、聴覚障害、身体障害のある当事者の皆様をパネラーに、障害
当事者や支援者等により「障害当事者の思うユニバーサルツーリズムや今後のツーリズムのあり
方」についてパネルディスカッションを行います。

コーディネーター

○鞍本 長利氏（くらもと ながとし／特定非営利活動法人ウｨズアス 代表）

パネリスト

〇飯塚 理能氏（いいづか ただよし／あかしユニバーサルツーリズムセンター）

○井村 千帆子氏（いむら ちほこ／ぶりりあん生活介護事業所、Ｓａｎｂｏｎ石鹸ＰＲ員）

○井村 恵美氏（いむら よしみ／井村千帆子氏の母）

○原 弘幸氏 （はら ひろゆき／特定非営利活動法人兵庫県難聴者福祉協会

理事兼組織部長兼労働対策部長）
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